
2024年5月7日

【府県別景気DI】

順位
（前年
同月順

位）

回答数 (%)
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

'24

2 3 4
前月比 3カ月後 6カ月後 1年後

滋賀 18 (10) 106 40.8 46.3 47.0 44.5 44.1 44.6 45.9 44.0 45.8 45.4 44.4 42.8 41.4 43.4 2.0 45.0 46.7 46.5

京都 16 (23) 248 42.1 44.0 45.0 44.6 44.4 43.8 44.1 44.6 45.2 43.9 43.0 43.2 44.2 43.8 ▲ 0.4 46.2 47.2 48.6

大阪 13 (17) 947 45.3 45.0 46.1 44.2 44.3 43.8 43.1 44.2 43.9 45.0 44.1 43.7 44.5 44.3 ▲ 0.2 46.2 48.2 48.8

兵庫 19 (31) 401 39.4 42.8 44.1 42.7 42.2 43.3 42.5 42.7 43.3 44.3 43.1 42.6 42.4 43.2 0.8 43.6 44.8 45.7

奈良 38 (18) 77 33.3 44.9 45.2 43.6 42.7 42.3 41.2 42.1 42.4 44.2 43.9 43.2 42.1 40.3 ▲ 1.8 41.1 42.9 43.5

和歌山 30 (41) 85 33.1 40.5 42.2 44.4 44.8 42.5 43.1 42.4 45.2 43.3 41.1 41.1 42.0 42.2 0.2 43.3 44.7 43.9

近畿 3 (4) 1,864 41.9 44.3 45.4 43.9 43.8 43.6 43.2 43.7 44.1 44.6 43.6 43.2 43.6 43.7 0.1 45.3 46.9 47.5

全国 11,222 41.5 44.6 45.4 45.0 45.2 44.9 44.4 44.7 44.8 44.9 44.2 43.9 44.4 44.1 ▲ 0.3 45.8 46.9 47.4

格差（近畿－全国） ▲ 0.3 0.0 ▲ 1.1 ▲ 1.4 ▲ 1.3 ▲ 1.2 ▲ 1.0 ▲ 0.7 ▲ 0.3 ▲ 0.6 ▲ 0.7 ▲ 0.8 ▲ 0.4 0.4 ▲ 0.5 0.0 0.1

※回答数は最新の調査時の有効回答数で、（％）欄は有効回答率　　

※過去13カ月の景気DI値欄の網掛けは前月比悪化、下線・斜体は同横ばい

※県別の順位は全国47都道府県中、『近畿』の順位は全国10地域中の景気DI　網掛けは前年同月比低下

※「格差（近畿－全国）」の前月比欄は、格差の前月比増減

【業界別景気DI】

回答数
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

'24

2 3 4
前月比 3カ月後 6カ月後 1年後

農・林・水産 6 50.0 52.4 47.6 50.0 50.0 52.8 37.5 50.0 41.7 45.2 36.1 50.0 52.8 2.8 52.8 52.8 55.6

金融 15 44.9 47.1 46.9 46.7 49.1 49.0 50.0 51.0 49.0 51.2 47.9 47.8 48.9 1.1 48.9 51.1 54.4

建設 231 43.8 45.6 45.0 45.6 44.6 44.5 45.6 46.4 46.7 46.4 46.6 46.5 45.5 ▲ 1.0 46.5 47.3 46.2

不動産 90 47.0 51.2 49.4 47.0 48.9 47.0 50.0 48.5 48.9 47.8 48.1 50.0 50.7 0.7 50.0 48.9 48.1

製造 523 41.8 41.9 41.1 40.6 40.7 40.3 40.5 41.7 41.2 40.2 40.2 40.2 40.4 0.2 42.6 45.6 47.5

卸売 487 43.5 44.0 42.4 42.1 41.8 41.7 41.4 41.5 42.7 41.9 40.4 40.2 40.3 0.1 42.2 44.7 46.2

小売 110 42.7 43.8 40.6 39.7 40.9 39.9 40.7 42.5 43.3 42.5 41.9 42.0 42.1 0.1 42.6 43.2 43.5

運輸・倉庫 68 40.4 42.9 38.4 40.8 41.8 42.1 42.7 41.2 44.0 41.4 39.3 43.7 42.4 ▲ 1.3 47.5 51.0 50.7

サービス 328 50.5 52.5 51.1 51.5 49.9 49.4 50.7 50.2 51.2 49.8 49.9 50.5 51.1 0.6 52.0 51.7 50.8

【景気DI】 その他 6 40.0 33.3 41.7 38.9 38.9 33.3 41.7 36.1 43.3 36.1 50.0 41.7 38.9 ▲ 2.8 38.9 36.1 33.3

【規模別景気DI】

回答数 (%)
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

'24

2 3 4
前月比 3カ月後 6カ月後 1年後

大企業 293 15.7 46.2 48.4 46.8 47.1 46.9 46.8 47.3 47.4 47.9 47.2 48.0 48.9 47.6 ▲ 1.3 48.5 49.1 49.5

中小企業 1,571 84.3 43.9 44.8 43.4 43.2 43.0 42.5 43.1 43.4 44.0 43.0 42.4 42.7 42.9 0.2 44.7 46.5 47.2

（うち小規模） 618 33.2 42.8 44.1 42.9 41.9 42.5 41.4 42.2 42.1 42.8 42.3 41.2 41.2 41.5 0.3 43.3 45.1 45.9

格差（大企業－中小企業） 2.3 3.6 3.4 3.9 3.9 4.3 4.2 4.0 3.9 4.2 5.6 6.2 4.7 ▲ 1.5 3.8 2.6 2.3

※（％）は構成比

※「格差（大企業－中小企業）」の前月比欄は、格差の前月比増減

【調査概要】 【お問い合わせ先】

期間  株式会社帝国データバンク  大阪支社

方法  〒 550-8691

対象数  大阪市西区靭本町1-6-18

4,445社  TEL  06-6443-5601㈹
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2024年問題が影を落としながらも、
2カ月連続で改善

10業界中7業界が改善した。インバウンド需要を追い風に『サービス』『不動産』
が3カ月連続で、また、自動車生産の一部再開を受けて『製造』は5カ月ぶりに改
善した。他方、悪化したのは、2024年問題が直撃する『建設』『運輸・倉庫』など
で、『サービス』のうち「医療・福祉・保健衛生」も2カ月連続で悪化した。

「大企業」の景況感改善が一服。円安を追い風に輸出企業を中心として改善傾
向が続いていたが、1ドル＝150円を超える水準での推移が続くなか、輸入コスト
増などマイナス面の影響が出始めている。2024年問題や深刻化する人手不足へ
の対応も迫られ、自動車や半導体関連の生産回復など改善効果が打ち消され
た格好だ。「値上げ済みのため、再三の値上げ要求を受け入れてもらうのは容易
でない」（化学品製造、兵庫県）など、特に「中小企業」から価格転嫁の困難さを
訴える声が多く聞かれており、景気は当面、足踏み状態が続く見通しだ。

『近畿』は前月比0.1ポイント増の43.7と、2カ月連続で改善した。全国（44.1、同
0.3ポイント減）との格差は依然としてマイナス圏ながら、ブロック別順位は『東海』
を抜いて3位へ浮上。府県別では、ダイハツ工業の生産一部再開を受けて「滋
賀」が5カ月ぶりに改善し、「兵庫」も4カ月ぶりに改善した。

「大企業」（前月比1.3ポイント減）が3カ月ぶりに悪化したのに対し、「中小企業」
（同0.2ポイント増）は2カ月連続で改善。前月に過去最大となった規模間格差は
4.7ポイントに縮小したが、それでも4ポイントを上回る高水準となっている。なお、
「小規模企業」（同0.3ポイント増）は4カ月ぶりに改善した。

「3カ月後」（前月比0.2ポイント減）、「6カ月後」（同0.1ポイント減）、「1年後」（同
0.8ポイント減）の3指標とも3カ月ぶりに悪化した。悪化の理由は、円安による採
算悪化への懸念が大勢を占めるが、インバウンド需要のさらなる拡大への期待か
ら「京都」は3指標、「和歌山」では1年後を除く2指標が改善した。

回答率

41.9％

－2024年4月調査－

2024年4月16日～4月30日

インターネット調査

回答数
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